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不連続な基礎上に在る梁および
矩形板の曲げ
能町 純雄
On the Bending of Beams and Rectangular Plates on 
Elastic Foundation with DiscontInious Property 
Sumio Nomachi 
Abstract 
The bending moment at any point of th己beamis expressed by integrating 
the product of the load intensity and the abscissa at the same point in the 
influence line. From tl:e same manner， using the deflection influence lin巴 or
surface， namely， the Green' s function for the beam or the plate， the actual 
deflection may be writt氾 ina form of the 2nd kinヨFredholm's日quaiion.
In this paper， after developing th.3 abJve mention巴dintegraI e:juation， th色
writer proposes a brief approximate formula for the bending of the rectangular 
plate on a discontinious elastic foundation. 
要旨
梁の任意の点の81げをーメントは，荷重強度と，曲げモ{メント影響糠の縦距との積の積分
で表わされる。これと同様の考え方から，梁又は矩形板の提み影響線(叉は面).即ち任意の
点に作用する半位点荷重による捷みの式を用いて，性質が一様でない弾性基礎上の梁又は短形
板の捜みを，第2種 Fredholm積分方程式を解くことに依って決定することができる。
I 普 遇 の 梁
i) 基本微分方程式
梁のtfLみの基本微分方程式は，次の立[1く与えられる。
上式 't~
d'W g 
-一司王，--= N f(X) C 1) 
w=沈ド， g=定数 f戸(χ刈)ニ梁の{仔千意点のT荷;可U重強度，
N=EI (E=D決{詰5のJ弾j民坪月午i叩f性r
戸←r~
第 l 図
十fT算算一のf何近 1:.Wニ(ql'/N)y.たどし J ニ佳t~J長とすれば ， Y I土 dimensIo況のない数で，
(133) 
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(1)式は
となる。
d'y _ f(x) 
dx' - t' 
i) 有限なフーリェ変換による一般解
ゲ1/←去)の Green働は
J:よρyヲゲγtけ川2打川1/錫一ul/川1/川1tめ州d白混 = [yl/川1川'u一 f内u'叫2片4汁3μF一 3げ鵠ul/]
(2) 
m7t 
となる Q 上式中， u==sin←「Z(m=LZ3， 〉とおき，かつ Sm[かJ>sin弓~-xdx
なる記号を用いれば
( m7t \4~ r -， ( 仰官庁 、 ( m7t¥" Sm[yl/I/] ← l'-Y" )-S川 [yJ二一(7-j{(-ovffpz-y/い。}十( J j{(-1〕7nyhz-yzzo}
を得る。上式左辺の yl/I/ の代りに， (2)式の右辺すなわち fCゆ/l生を代入して， Sm[Y] 
の逆変換を作れば， yは，次の式で与えられる Q
(1 +( {，"5' sinm7t_t/tsitl_m7t~!f ，1; ) 
y=J-jF〕7:; -IMア一一 t I 
1.， _ '" (ー1)71L_n;~ z1官庁 ""'" 1 ~: 方 l I ト2Jifht51Fysm J Z-j zz03(叫 3 sin '-t x f(C 3) 
(. "' (_l)rn ~:_ tn7t.. . "'" 1 ~:__ m方 i I 十2iYx=1 三 --"-:-:-:::::"---sin~x-yxニム-----Sl11----.-- X ト l [J.c=， -; m7t ~.-.. 1 " J 隅 m7t ~UÅ 1 -" J )
今単位荷重が x==t ~と中心点として幅 2to 内に・様に分イÍiするものとすれば，
f([')ニイ「
f([') ==0 
(t-toくi'くt十九〕
(~く山ーサf十fo<i'<l
したがって
故に
J>(i')~inm7t t ' /l'sinm 7t x I t 。fdf〉〔??而~"_"'_"~df'
_ rl+'o sinm7ti'/l・sinm7txlldt'
J t-'o 2io(11官7ry
_ l sinm7tt/l.sinrmtx (l _ T 
to ー←マ扇子~;;一一一一 -1
sin幻t7ti/l'sinm7tx/llim 1::= 1 ~- 0 J.J.H/IIH-' !J._!_ ー← ιi(:~o ~. ( 11m y 
よって (3)式中
(134) 
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21'y" x=t = C1， 212y"x=o=C2 
YX=I=C1， Yx=o= C2 
とおけば，点荷重に対する yは，次のように表わされる。
y= ιヱ sinm7Tt/ls同竺/1- 1 :; (m司会
十C1EIゴY7sin-fFギー -C2L-;-!-~;- Sil1 m7x 1 (m方)3~U~ 1 附 (m7T)"':>W 1 (4) 
十 C/-í~- +C;(lー f) 
未知数 C1，C" C/， C;は，境界条件によって与えられ，一般的には，この値によって変化
するものである。各境界条件を満足するように乙，……C;を調整すれば， (4)式は x=t
に単位点荷重が作用する場合の読みを表わし，所謂Greenの品数となる。これを一般にG(xl)
で表わせば，分布状態が F(t)なる荷重に対しては
y = f:F(似 τ吋tο〉
と書くことができる。
ii) G(xt)の値
a.単純梁
この場合の境界条件は
(5) 
y，'=o=o， yxdニ0， y"x=o， =0， y"x=I=O 
したがって C1=ι=C/=C/ニO
i枚、に
inm7Tl/tsinm7Tx/l G(xi)二 三一 (m7T)4 
_ t(l-){x(21-x)-i'} 
- 61" 
、? ? ?
， ? 、 ，
????
? ?? ?
(6) 
_ x(lーの{t(21ーの_x2}
6l' x三t
b. [占!定梁
この場合には
YX=o=o， YXd=O， y'x=o =0， y' x=1 =0 
したがって計算の結果
1 i'(l-x)'(2tx十tl-3xl)G(xt)=ー - p 
1 x'(l-i)2(2tx+xl-3tl) G(xt)=ー ロ
li l' 
x"2't 
(7) 
x三f
(135) 
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C. 片持梁
Nニovこ於て同定され，x=lに於て自由な片持梁に対しては
YX=O =0， Y"X=l=O， y'必=0ニ 0， y'" "'=0 =0 
故に，前と類似の計算によって
xt(t-3x) G( t:t)ニー 61生
fx(x-3t) 
G(xt)=一一-IF--，
、??????? ↑ ??
(8) 
t~x 
を得る。
1 基礎係数が位置!こよって変化する躍性基礎上の梁
i) 基本微分方程式
変域 (0，1)において，x Vこよって変化する基礎係数を K手Dx
で表わせば，この基礎上に在る梁の平簡の微分方程式は，次の
様に書くことができる。
d1弥T 8 
-772r=-7v-f(Z)-K7和 W.
ただし rpJは， この変械で， 1/2以下の極を有するものと考えるυ
x 
第 2 図
ql生
前と同様に.W=_'1ir-Y とおけば，上式は次のようになる。
tj_:y_~ _ f(τ) K 
d示 - l' =百戸伊，Y (9) 
i) 積分方程式の誘導
微分方程式 (9)の右辺を F¥J;)/l'で表わせば，公式 (5)から
y= J>(t)G伊川一すJ:タtytG(xt)d-z (10) 
この式は，第二組 Fredholmの積分方程式で，G(x:)は， :!:兎8'~条件Jこ応じて (6)， (7)， 
(8)の立ilき品数で与えられ，基本fi見域に於て連続であるから引が前記のような品数であれ
ば. (10)式はi必ず、解を有する。1
積分方程式 (10)において
fU〉=o， 5号一ニ吋λ • y =→ヲλ、)州/
とおけぱ， (10) 式は容易に次の虫n く!627f~される。
l'G(xn=K(xi) 
1 i也出力1;:続分ブIJf'品I:~両ì P.147 
(136) 
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Y -A .;-;PC iyJ:ω{x) K(ゆ ;dt=O
これに対応する微分方程式は， (9)式から
31+ゅxY=O
となり，弾性安定要覧 68頁 1，4， 8の所論と一致する。
iii) 単純梁に関する-， ---の問題
a. 基礎i係、護士が OくZくJ間に於て一定な場合
この場合は，和=1であるから，微分方程式l土
cl_'y ， !S_.， _ f(x) 
(1;' + N-y = -i' (α〉
となり，積分方程式は， (10)と (6)式から，次のようになるο
T 2K13 rL ~， sinm7tt/l.slnm7t'X:/1 ，. 
y=ん N-J /f士一一一一て五云)'一一一-aJ: ( b) 
???
(1.['("，>; sin竺型立竺mm方x/lL"ニ21"I Jι〕 一一一/__"__dt Jot;(mzy 
この積分方程式 (a)を解くにあたって次の公式を揺げておく『与えられた核をいくつかの直
交核に分つことができる場合は，天々の侠:こ対する解の核を見出しそれを集めたものが全部
のf詳の核である。dI2 
方程式 (a)中の核
ヱsinm7tt/l'sinm7tx/I(_ ~， ，." ¥ 一一一一一 一ー一(ニヱ k;n(xi)) (m7t)' ¥ 川 /
において，各要素の聞に
f:-sinmマt/l'sin附九/1. sini_n x lL-"-'.:si1，i 7tx! t _rl，.ー(0， 
(mn)' 【伝子 …l-l 
2(mn)' ， 
tキm
z=m 
の関係があるから，夫々の吏ー素は，互に直交する。
したがって，1{:意の第 m 番nについて解の伎を求め，そのヱを作}lAi， 積守方程式の解
の核 D(.'X::λ)/D(λ)は求められ，yは
が D(τt:入〉y=Lx-I L ー←::::_~~t-~~(~/-dl， J ol.JX -D(λ〉
で、表わされる。
(λ=誌) (1.1) 
2 池田芳)s:積分方程式論 P.lOラ
3 日高孝一二・応用f-ti分方程式論 P.G2 
(137) 
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また Akm(τt)に関する Fredholmの与えた解の核ιLは
D(xt:め 一一主包色Q士主ι包企世主白色士二・三土主士ι白色士二二二一 (12) 
D(A) - 1+Ad1十A2d2十・ー・・+ληdn十・・・
上式中，d，(Xf)， d2(xt)， ... d，(xt)， …・・及び d"d2， ... dn…..・は，次に示す漸化式
によって定義される。すなわち
do(xt) = km( xt) ， ) 
1 ハ1 I 
= - . ~ 1 I dバxt)dt ， l n十 J 0""'6¥.."""'/""''' >
d，=及川 (τ同十作協(xt1)dn_ω )df，• J 
(13) 
故に 7t / l'sinm7tx/l ん，(xt)=ム(m7t)' 
をこれらの式に適用すれば
inm7tt/ l.sinm7tx/ l 
do(xt)= 一(m汀y
?
?
???
??
，?
??
?
?
??
???
???
???，?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
? ，
?
すなわちん(xt)とιだけを残L，その他はすべて零となるから，この場合の解の核は，次
の慌に与えられる。
D(xt:λ〉一入h畑(xt)_ 2l"K sinm7tt/l.sinm7tx/ Z 
D(λ) - 1十入d，- N (mだY+Kl4/N (c1) 
放に，これを m(=1，2，3，……〉について加え合せて，公式 (11)に代入すれば
(1 T 2lK"" sinm7tt/l'sinm7tx/l y=Lx-1 Lt ~V7l.'TL.}:; ~ J Ov， N;; (m7t)'十KNN (e) 
し力、るvこ
Lx=~-}:; ~恒竺竺_ ~S~J也ミ] KZ4 一一一ーもあ[f似L一一--~
l (m汀)' N (m'iT'十Kl'/N)(mπ)' J 
したがって
S叩[f(x)J ~;~ m方
y =一ーヱ ー 一一-l 恥 (mπγ」γKl'/N UU， l (f) 
4 口高1f:ニ:応用積分方程式論 P.62 
(138) 
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この結果は
?
??? ???????『?? ???
とおき，係数 A怖を，この式が微分方程式
d<y ， K.， _ f(x) 一~<十 グ一一一-dx T N J l< 
139 
を満足する様に定めることによって得られる解と全く同一である。
b.弾t性支点が中央に在る場合
この場合は，不連続な基礎の引殊な場合であるが，点支点を微小巾なる弾性支点によって支
えられるものと仮定する。しかる時は t= ll2に対して伊ω==J，其の他の点に対しては ψω==0
となり，かつ C(xt)は公式 (6)により
t(l-x){x(2l-x)-t'} 
C(zf〉=6J5 一，
x(lーの{t(21ーの-x'}C(Z02 6F 一一一， x三t
で与えられる。 Lたがって積分方程式(10)は次のようになる。
y= LxーすYX=I!2C(X-4-) (a) 
上式rj-I
C(x 1/わニ会 (3ル Z三;-
C(x問 =;8mJ-x〉一叩-x九 z三 ; 
y"='/2の値を求めるために， (a)式iこおいて Xニ 1/2とおi-rば
y-LPZI2¥ 
x=l/己一一一 K子，-;r-，'¥ i十 C!--;一一一)N ~ ¥ 2 ~) 
故に
L=11 ，c( x -!-i Kε ょ ι/“¥_. 2) y=Lx--_'J; 一一う一二汁-K8 ~ (l l ¥ 1+ '; C(-;，-;.-) N ~ ¥ 2 2) 
上式斗1K，ε→∞とおけば， q..l央が制支点の場合の式となる O すなわち
( x -i-i ，1 C (-!.--!i タ=Lx-L炉 1/ベ )/ 吾: i-) 
満載等分イjiに対しては
L戸よ (f-21 →~-}
( b) 
(c) 
(139) 
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となるから，このような荷重を受け， 1ITii端および中央部の三I;I~IJ支点に」って単組に支えられた
二連々 続梁の←主的は
1 xん 12x2 16x3 ¥ 
y= 3吉正 lV一子十 zs一/ (広三-~-) 
で表わされる。この結果は，普通の方法によ
って求めたものと全く同じであることは言を 世Ulll，l前film
Jト弘
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日 矩影型不謹続鎮域を帯する盟性基礎上にある矩形板
要しない。
i) 性費一様な弾性基礎上にある矩形視の単位点荷重による携み
基礎係数が K，(定数〉なる基礎上にある第 4 図の虫rr~短形板に荷重 qj(xy) が作用した場
合の E(=ZWj は，次のように興えられる。
空企'Sllll竺生2ー ー1__4 1 と=さそ t;;;~:.":1 ~ n'i:.¥:'' ~ ~J--L -(;b ;4 S"，S，[jCXY)] 
II~ 'ID JT4¥予了十 [;2)十ν 』
十42子{C-1)叫川〉日J-Sn[CMx)x~oJ } 
- ~~ (タ十(い〉251)((-1〉η'S，[l;o，;]-S，[l;o]J} 
十 27(〔-NJb川仰]一品川)!i~oJ} 
-Z(5トC2-v)おt-l{C-1)ns，ふ J-S;n [1;" oJ } 
一 abー か-1)m+nl;au一C-1)ml;"o-C川 od-tuo}J8mnn2(1-v) ( 
(1) 
ただし ν=号 ? ?
? ? ??
?? ? ?? E=板の弾'1企係数，
ν=板のポアソン上:t， hニ板の厚さ。
荷主主:が第4凶に示すような面積 4X，y，内に一様に分布される場合は
j(xy)ニー-LマルlYl t=~:くXくS十x1i;-Ylくyくt十y，
その他の部分，j(xy)=O 
したがって
I S+Xl I t+yl 1 
SωSn[{CXY)]= 1. _.1. A-v=.' sin ":;' s.sinー す-tdsdtJ sーアlJt_Yl 4xェグ工 U 
(1:;0) 
1<1 ド湾総な芸f礎1.，0こ在る被および知i杉佼の曲げ
故に (5:)点に[たる単位入古河車に対しては
lim SLSn[f(xyhsi11TvsinnJ f 
Xj--)U 
y，-)U 
Sn[(M必)x=o]，又ど中の未知数 S，[C凡Ix)巾 ι]， 
δ日(My)，=b]， S川 [CMu)=o]， S，[l;av]， Sm[l;o:l] 
S川[1;，山 Cαb，t;ao， tOI， So は，境S品[1;XIJ] ， 
の画数で
単位点荷重に対する控み5はさたの様
くsO界条f~'?::適用することによって
与えられい
X に書くことができる。
第
。
ヒ=Gくslxタ). 図4 
Greel1 弾性基礎上値形仮に対するこの式が，
~J投~.こ画数であるο よって品重 F(xy)に対する:trtみは，
(.i 5) と=s:作ωG(s
で表わされる。
矩形型不連続基礎上に症る矩形板
矩形領域第5図に示す主nく，
YO-Ylくyく)'0十YlXO-X1くxくXo十X!J
その他の基礎係数を K1の部分の基礎係数を Kl+K"
とすればp この場合の基本微分フJ豆式は次のようになる。
δ'liγ1 c) o4'W 日W K， >TT ~" 十プ 一一一一ミート 4 十 'W . .-ox'ay' I oy T N 
もj(宜的一号w
δ41; 
ox4 
あるいは
X 
悶5 
? ??
δて δ4( K1 ヤ+2 二十二よー一一 色δx'心Y“ οiy4 八T-S 
(16) =よ f剛一号-1;
_ qb' w= N 1;， 
ただし
を受ける場合の
K，は第5図の DI村のみに存在する不連続な値.
K2b4 
'JfC xy) -~>.;:/ --1; K1 (定数)なる弾性基礎J-，に在る短形板が荷主主
(1'11) 
ヒ式は，
142 i'm ms fi屯舵
基本微分)j程式と見倣すことが 5きる。したがって (15)式の Fけのはこの;場合
17 I入金
qf(勿〉一寸ーとなるから
←S:f:V川 -431c)cb附 (17) 
便宜上
J:f:f制 G(stx.μ 雪di=L，c?
とおけば，上式は次のように書き換えられる。
K2b" [XOb'1 f コ=-Nゲ |ιCO_X1J，0-JstG(stxy)ゐdt寸L.cv (18) 
これは二次に拡張された F問 dholmの第二種積分方程式で，問辺が単純に支持される
場合は
ただし
4 a' 
G(s仰)=三毛布
1Wn: m7t.. n7t. n7t sm _s' 3m 
. _. x・sin'~..."-~-t ・3m ， 'v 
ぴ a {J b 〆
α αn= も悦，
b' π生{(m2.{-α，/)2+C'}
a' K 
Cヨ π N 
となるが，それ以外の:l}~~ネ条件に対しては，柏市なJf;で，]-えられないo
iii) 特殊な場合に封ずる近間公式
(19) 
{E!t分方程式 (J8)は，一般に厳密に解くことは極めて[1;]雑であるο しかL第5凶に示す不連
続基礎の部分 Dの面積が小さく，かつ荷主はこのt¥il¥庁てど合んで分行iされ， このj'fl分のどが‘
様であると考えられる場合は，これを近似!刊に容くことができる。すなわち短形領域
XO-x1くxくXO十X1，YOーヅ1くyくれ十y1 内に於ると，L.巾 H.ry
ただし
IL/=J::J;:;:C(刈 )dsdt
の[直は，夫々点 (XoYo)に於る 1;， Lxy， Hァνの他すなわち 1;， L， H fこ等しいものと仮定す
れぽ (18) 式より近似的に，次の関係が成立する。
仁ニ -:¥"1;'FI十 L， ただし
Lたがって
で L
b14“ν立
この植なげ8)式に代入して，どの近似値
ν a宅2- N7t' 
(142) 
(20) 
不連続な基礎t-.に在る1訴さおよびtlt形状の[Il:IJ
???
? ? ?
?
?
?
? ?
?
??
? ?? ? ?
14:3 
(21) 
を得る。
この式は，前記のような仮定をみ;とし誘導したー近似式で、はあるが，これによって基礎の布、連
続の状態の板の曲におよぼす影響の大体を知ることができるu
iv) 数値計算例
a. 中央部の正方形部分の基礎係数が他の部分と
具る場合
第6図のご主く，中央部における正方形部骨
ぴ/4・κ匂， および共の他の部分の基礎係数を夫々
K，+ICおよび[{，としかっ
a=400cm， K，=10kg/cm3 
とする。 荷重は，基礎係数 K，十K2 なる部分面積
a'/16内に一様に分子甘されるものと仮定すれば， こ
の;場合 'H，Ty=Lxyで，境界の匹!辺及び四隅が完全に
白出な場f合に対する fI"" の直は，次表に示す通り
で、ある。
これらの結果を用いれば
C，'L=0.0378[1ι， C，'H=O.0378K， 
したがって公式 (2わから，次の関係を得る。
O.0378K， 
1;= H円 - -f+'0~~O~8K;--Hry 
y 
a_ '" 4.0d乙>>e-一一一一一一副
第 6 図
K2 については，常に K，ミ-K，たることを要する。何となれぽ Jζニ -K，は， 基礎が中央
部分に快除していることを表わし K2く-K，は実際的の志:1味を有した='.'、からである。
又 K2 シ∞は，その部分の基礎が全く同1]であることを意味している。
H.ry の値 (cm)
¥faA¥la|l oJt 81l1m円 2/8 3/8 4/8 
v 一一一一一一一一一 l←一一→一一一一一一l
0/3 1-0.00281 1--0.00212 : -0.0)174 i -.J川 6 !-O∞i“ 
1/8 : -0.00212 0.00096 0.00123 O.つ，)3つ7 0.00394 
2/8 一0.00174 0.00123 0.00557 0.0唱。ヲ9 0.01374 
ラ/8 -0.00166 0.00307 0.0:099 。司ヨ22ラ3 O.つ2893
4ls l-om66 0.00394 0.01374 i 0.02893 I 0.03784 
(143) 
144 青色町純時:
上式から，基礎が正方形の全演技に ずなわち K，=Oに対するIfLみ，及び曲げモーメン
トを夫々 Wo，Mxoとすれ;i，作意の瓦に対する，中央点の技みおよび z方向の曲げモー
メント W，Mxは近似的に次のごとく興えられる)
O. 0378K， Wo Wo W二万九一 “ 一
U J十O.0378K' - 1十0.0378K，
0.0378瓦Mro Mxo Mr=M~u--一一一一一一一一 ー
丸刈 1斗O.0378K， - 1十O.0378K2
この場合の，肌 MTO札与を大は，中央両分に基礎が訣除している場fb，すなわち K2=-K， 
のときに起り， :0-fn'[は
日'=1.6巧70， Mr = 1.6}l1，o 
したがって基礎が一様な場合にくらぺ的60}，;'大きくなるο 叉 K，→∞に対しては， W=O， 
M=O，すなわち荷重直下の蒸礎がl司IJならば，板の曲げは生じない。
b. ーl明の小部分の基一!遊係数が他の部分と異る場合
第7凶に示す OABCの部分の基礎原彰fを
K，十K2'それ以外では K，とし荷車は斜線の
ごとく帯状に分/市されるものと仮定する。
公式 (21)中の L.r?1 (土，基礎係数瓦，荷
重 qj(XY)および境界条件によってU:liされ
るものであるが， この場合は K，と qjCxy)
とは定数で，且つ悶隅共完全に自由であるか
ら L:qJ は y方向には変化したといものと仮
定することができる。したがって Lcv(単に
Lと書く〕は近似的に次の方程式を満足する。
37十51-Lz乍工
母=丘00CJn .-
/(， 
第 7 I刀
辺長:a=400cm， 板の厚さ :hニ30cm， E=210，OOOkg/cm'， K，=12kg/cm3 
疋
面積 OAβC=20x20cm2 なる正方形板に対し， 上式を棋J拠として計算した白けSモーメントは
次の通りである。ただし q=lとする。
x/ a 1/8 2/8 3/8 4/8 5/8 6/8 7/8 
MJ: -903 1801 -1683 -1925 -590 -976 -435 
また計算の結果
ν(Lρ片山崎ニIlfr=O.125K， 
Uニ lOi:1n
(144) 
不連続な慕縫とにある於および組}伊都LのIUげ 145 
a4 次に Hxyについては，H XY-':':Nー の値が次表の通り求められる。
z¥/G¥¥ v/G 。 1/8 1/4 ]/2 3/4 7/8 1 。0.00531 0.00351 0.00201 0.OC042 O. 00003 -0. 00016 -0. 00021 
1/2 0.00003 0.00001 0.00000 -0.00001 O.OGOOO 0，00000 0.00000 
したがって上表から， x=y= 10cmの Hもの{直を求め
νH=K2 xO. 00514 
これと (21)式より
0.125K2 T.T 
t=LXY-l干OJ005L4E2ffzu
K2の任意の値に対する捺みと曲げモーメントが上式から計算される。上式中 K2の値は，K， 
が 12kg/cm3であるから，前と同じ理由で K2<-12kg/cm3でなくてはならないυ
次に K，は常に 12kg/Cm3とし
K，= -12， 0，十12，∞ (kg/cm3)
なる三つの場合について，断面 y=O，および y=2QOcmにおける x 方向の曲げモーメント
λι ならびに対角鯨断面における， 主曲げモ{メント M，を計算すれば， 下表および第8図
に示す通りである。ただし q=lとする。
位置 1M，の値 (kg.cmjcm)
xja i yja Iιー 12kg/cml K2二二o I{2= 12kg/ω| 九三寸∞
ys 0 I -[740 -卯ヨ -171 11804 
34 0 I -2360 -1801 -1加 |η04
yz ! 0 I 一山 1 ー 192ラ -1803 189 
~~ 0 I -978 -976 -975 999 
刃 oI -416 →3ラ --450 702 
位
???
置 I M.r の値 (kg.cmjcm)
y/a I K2=-12kgjcm3! K，=O 玉三ぷ司 K，=+ζ一一
元 -13叩 -90S べ 76 臼82
--1801 一12党
l-19回
一97(S
う4 -2424 7676 
xjα 
% -2263 -1626 3226 
?
、 、
? ?? ? ? ? ?，
???
?
? ?
?
?
-1041 ← 919 20 
-423 十445 --237 
(145) 
146 能 1げ純雄
一一司一一一一一一 KI = 12kg・cm-3 f七二一12kg・cm-3
I! K.，=O ! 
! K2=十 12 グ
一一→一← トー ! Iζ2口十∞ 月Y
第 8図 l 間が不連続な弾性基礎上に在るr.di形板に，その
同じ 1Wjに波布荷重合受けた場合の M.~ および
M1線図
-< 
上記の結果により f{2=∞すなわち一隅の基礎が[i引なる程その近僚の曲げを rー メントけ，
大きくなり危険な状態になることがわかるo この計算は，一近似方法に過ぎないが，これによ
って融雪季に起り勝ちな不連続基礎の上の舗装板の応力状態の大体を知ることが出来るであろ
う。
(fJ日和30年5月31日受理〉
(146) 
